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今回 の 報告は ､ 標記 ア ン ケ
ー ト調査結果に つ い て

①授業の 難易度 ､ ②学生自身の 受講態度 ､ ③授業の や

り方 ･ 内容､ の うち特に①授業の 難易度などを中心 に

分析した結果に つ い て 報告し､ また授業改善等に つ い

て考えさせ られた ことを い く つ か提示 して ご批判を仰

ぎた い と思い ます｡

【人文 ･ 社会科学系総合科目】

まず人文 ･ 社会科学 系総合科目からそ の特色に つ い

て取 り上 げます｡ 今回は ､ 後期開講の 科目に限定され

たため ､ 人文科学系の総合科目はなく ､ 社会科学系総

合科目の 18 9 名分に と どまりま した ｡ こ こ で の 特色 で

は ､ 受講学生の うち法 ･ 経 の 学部生が70 % 近 い 高い 比

率をも っ て い た の ですが ､ 社会科学科目群や 自然科学

科目群よりも概 して わかりにくい と して い る暑が多か っ

た こ と で した ｡

しか し､ ｢ 講義内容が高すぎる+ と した者は1 1 . 1 %

で した の で ､ 自然科学系総合科目の1 5 . 5 % ､ 人文科学

科目群の 1 .2 . 6 % ､ 社 会科学科目群の8 . 6 % ､ 自然科学

科目群の 19 . 7 % に 比 べ て 高くは なく低い 方で した ｡ し

か し ｢ 基礎知識の不足+ を 回答 した もの は ､ 45 . 5 % で ､

他 の 自然科学 系総合科目の3 6 . 4 % ､ 人文科学科目群の

34 . 5 % ､ 社会科学科目群の3 4 . 3 % な どよりも10 ポ イ ン

トも高く､ 自然科学科目群の4 0 . 2 % をも上回 っ て いま

した ｡ した が っ て ｢ 講義内容が高すぎる+ ことをそ れ

ほ ど感 じさせなか っ た が ､ 実際に は ｢基礎知識の不足+

を実感させ る授業 であ っ た と い う こ とになりま した｡

次 に受講の 結果は ､ ｢ 体系的知識が得られた+ など

の 項目も高い ほうの 比率を示 して い ますが ､ 特に ｢ 学

問に関心 が深ま っ た+ 比率が4 3 . 3 % で ､ 他 の 分野の

2 6 . 6 % - 3 9 . 0 % を抜 い て 最も高く ､ また ｢ な にも得ら

れなか っ た+ 比率も7 . 4 % と､ 他 の分野の9 . 0 % - 1 5 . 5

% に 比 べ て最も低く ､ 教育効果の 高い 授業で あ っ たと

評価できるもの で した ｡

こ の結果は ､ む ろん担当 ス タ ッ フ の 技量から生れた

特色か も知れません が ､ 総合科目 の 特質か ら生じた効

果とも考えられますの で ､ なお授業担当者から聞き取

り調査をするな ど して ､ 詳しい 事情を明らか にす る必

要があると考えて い ます｡

【人文科学科目群】

次に人文科学科目群の難易度に関する全体的特色に

つ い て取 り上 げます｡

授業 の 難易度の 設問に対 して は ､ 4 つ の 回答選択肢

が あり ､ 本報告中におい て はそれぞれ次の ように略記

して使用 して い ます｡

全体理解 : ①全体と して わか りやすか っ た

大体理解 : ②わか りに く い 点もあ っ た が ､ 全体と

して はかなりわか りやすか っ た

大体困難 : ③わか りやすい 点もあ っ たが ､ 全体と

して はかな りわか りにく か っ た

全体困難 : ④全体と してわ か りにくか っ た

まず困難理由に おける ｢ 講義内容に興味が持 てず､

勉強す る気になれな か っ た+ と した暑が7 . 1 % ､ 受講

結果の ｢ 特になにも得られなか っ た+ とした 老9 . 0 %

と ､ 社会科学科目群 ( ll . 6 % ､ 1 2 . 8 % ) ､ 自然科学科

目群 (8 . 0 % ､ 1 5 . 5 % ) に比 べ ､ そ の 差は それほ ど大

きくありません で したが ､ こ れら の 中 で最も低く表わ

れて い る点が注目されます｡

第1 に ､ な ぜ そ の ように低くあらわれて い るか です

が ､ 主体的な選択という契機を持 っ て 受講 して い る者
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の 比率が高い ことがあり､ ある い は これと関連すると

みられます ｡

第2 に､ 難易度における ｢全体として わかりやすか っ

た+ と した老が44 . 7 % で ､ 社会科学科目群の2 8 . 5 % ､

自然科学科目群の1 7 . 9 % に対 して ､ は る かに分か りや

すい 内容が提供されて い た こ と で す｡ そ して 大体困難

と全体困難の 和が2 3 . 6 % に とどま っ ており ､ 社会科学

科目群の2 7 . 8 % ､ 自然科学科目群の 4 1 . 2 % と比 べ て も

低い こ とがわかります ｡ またそ の 困難理由で は ､ 高校

で の履修を含む基礎知識不足をあげて い る者が34 . 5 %

と､ 社会科学科目群の 34 . 3 % と 同様 ですが ､ 自然科学

科目群4 0 . 2 % ほ どに多くはな い こ とが指摘できます ｡

授業の 出席率で は ､ ほぼ全回出席 した老は5 9 . 8 % で ､

社会科学科目群の5 5 . 2 % を上回 り､ 積 み重ねが必要と

される自然科学科目群の5 8 . 3 % を も上回 っ て い る こ と

が 注目されます ｡ こ のわずかとは い え自然科学科目群

の 出席率をも上回 っ て い る人文科学科目群の 出席率の

良さは ､ 信 じ難 い 現象で あ っ て ､ こ れを ど の ように考

えたらよ い の か ､ 論議頂きた い点です ｡

第3 に ､ そ うした割と良好そうに見え る人文科学科

目群の 中に立ち入 っ て見 て い くと ､ む ろんそ の 中は
一

様 で はありません ｡ 出席率の高い こと で は共通 して い

る の ですが ､ 両極を示す心理学系と歴史学系との 差は

大きな もの があ ります ｡

や む を えず選択 した老の落差は4 . 0 % の 心 理学系と

2 9 . 8 % の 歴史学系で 大きく､ 歴史学系で は大体 と全体

困難の もの も多く ､ 程度も高過ぎるとする回答の 多い

歴史学系で は ､ す る気に なれずが心理学系の 約 3 倍 ､

何も得られなか っ た とする比 率が心理学系の 10 倍程に

な っ て い るの です｡ 私も歴史学系を担当するもの です

が ､ こ う した相違を ど の ように考え る べ き で しょうか ｡

やむをえず選択 した場合 ､ 人文科学科目群におい て

は ､ 大体困難 ､ 全体困難の 比重が大きく なる傾向を

図 1 ( や むを えず選択 した場合､ 6 の 白 い部分が該当)

で見る こ とが で き､ 社会科学科目群で は図 2 に見られ

るように ､ や や緩やか に表われて います ｡ 自然科学科

目群の グ ル
ー プ Ⅰ ( 数学 ､ 物 理学､ 化学 の 学系 グ ル

ー

プ) で は図 3 の ように ､ そ の 相違が ほとん ど見られま

せ ん｡
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図3 自然科学科目群 ･ グル
ー プⅠ難易度別選択理由比率

1 40

1 20

100

80

60

40

20

全 体理 解 大休理解 大体困難 全体困難

圏1 ■1 2 皿 3 1 4 【≡暮5 [コ6 1L 7

こ れらと比較 した時に ､ 人文科学科目群で は ､ やむ

をえず選択 した老の履修に つ い て どうす べ きか ､ 検討

する重要性が示 されて い ると言 えま し ょ う｡

ま た ､ 前掲 の デ
ー

タ の 結果を示 した心理学系と歴史

学系との相違に つ い て ､ い か なる問題が伏在 して い る

の か ､ なお具体的な比較検討に興味が もた れます｡
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【社会科学科目群】

最後に社会科学科目群の 難易度の特色を とりあげま

す ｡ 人文科学科目群の 全体理解4 4 . 7 % と､ 全体困難

8 . 3 % に対 して ､ それぞれ28 . 5 % ､ 6 . 4 % と､ 人文科学

科目群ほど両極的で はなく ､ 大体理解と大体困難が ､

それぞれ4 3 . 4 % ､ 2 1 . 4 % と､ 中間的な表われ方を して

います｡ 自然科学科目群 で は､ 大体困難29 . 6 % ､ 全体

困難1 1 . 6 % と困難の方に比重が かか ります｡ したが っ

て 自然科学科目群の ように全般的困難に比重がかか る

の で は な い が ､ 人文科学科目群の ように全体に困難が

少ない ｡ しか し全体理解が少ないとい う回答結果を呈

して い ます｡

こ こ で は ､ なぜ そ の ような現象が生 じて い るか を考

え てみます｡

こ の分野で の授業 へ の 出席率とい う点で は ､ ほ ぼ全

回出席 した者は55 . 2 % で ､ 人文科学科目群5 9 . 8 % ､ 自

然科学科目群の58 . 3 % を下回ります｡ 出席率が よい と

い えない ことがまず注意を引きます ｡

出席率の 芳しくない経済学系におい て なお ､ やむを

得ざる選択に よる受講の 多さが 目立ちます｡ 困難度が

数倍高く､ する気になれないとか ､ なにも得られなか っ

たとするもの が平均の 2 倍 の パ
ー

セ ソ テ
ー ジを占めま

す｡ 出席率が芳 しくな い の は ､ やむを得 ざる選択に よ

る受講の 多さが原因か どうかが考えられ るの で ､ 社会

学系と比較 してみます ｡

社会学系の 出席率は ､ 経済学系と同様に高くはない

の ですが ､ やむを得ざる選択は経済学系の 3 分 の 1 と

低い か らで す｡ した が っ て これは ､ 出席 の程度に直接

関係は しない ことが分か ります｡ 社会学系の程度が高

すぎるとす る老は ､ 比率と してや や高い もの の ､ 大体

と全体困難の 比率は低く ､ す る気にな らず ､ 何も得ら

れなか っ た とするもの も経済学系の 2 分 の 1 ､ 3 分 の

1 とそれぞれ低く表われて い て ､ 個別授業の具体的な

問題を捨象すると､ 社会学系で はやはりやむを得 ざる

選択者の 少なさが幸い して い ると推測されます｡

次に経済学系と同様の ケ
ー

ス で ある法学系を比較 し

てみます｡ や むを得ざる選択者の比率の 高い こ とが共

通 して おり､ 種 々 の 困難の 要因の ように見えます｡
一

方､ 社会学系で は ､ や む を得ざる選択者の 比率が低い

にもか かわらず､ 出席状況は社会科学概論系より良く

あ りませ ん｡ した が っ て 出席状況に つ い て は ､ や む を

得ざる選択者の 比率には直接関係 しな い こ とが指摘で

きます｡ む しろ こ こ で は ､ 程度が 高す ぎる とする者

13 . 3 % で ､ 社会科学概論系の2 . 5 % の 5 倍の 比率にな っ

て います｡ こ の差が出席率に影響をも っ て い る ようで ､

注意を要すると こ ろ です｡

以 上 ､ 社会科学科目群で は ､ 程度が 高すぎると の表

われは ､ 出席に否定的に関係 し､ やむを得ざる選択者

の 比率が多い と これに相ま っ て ､ 全体理解を困難に し､

大体 の 理解に とどまる者を多く し て い ると い う こ とが

一

応読み取れます｡

【まとめ】

大学におい て も､ 教 えるものと学ぶもの との 双方向

的な授業の構築が求め られる ようにな っ て久 しい よう

に思います｡ そ の 背景には ､ 大学 の大衆化が あるわけ

ですが ､ そ こ にはか つ て学生が ､ 大学 の 理念を自発的

に理解 し､ そ の共同体の
一 員たらんと し､ またふ さわ

しか らざれば自ら去 っ た ､ そう した過去の学生像の消

滅が あります｡ しか しなおそう した学生像を前提に､

高水準の 内容で あれば 一

方通行的な教授で足りるとす

る ､ 毅然と した大学の授業観も､ 牢固と して存在 し続

けて もい ます｡ む ろん かか る授業観と ､ 自ら学ぶ力が

発揮されない学生との矛盾は拡大する･ 一

方 で ､ そ の 原

因が学生自体の変容にあるとは い え ､ そ の 変容に対し

て無力な大学教育が続くか ぎり､ そ れが大学人の 無気

力と映 っ て ､ 社会的に厳 しい 大学批判が ､ 財界 ･ 企業

や官界の 一

方的な要求を伴 っ て 行われるなど､ こ れま

でも複雑な経過をた ど っ て釆 て い るように思い ます｡

したが っ て これらにおけ る正 当な批判に耳を傾け て ､

授業改善を図る ことが重要で ある と認識 して い るわけ

です｡

い ま ､ こ う した 中で 一

方通行的な授業か ら双方向的

授業構築が必要とされて い るわけ ですが ､ そ の 中心問

題は ､ 学ぶ 主体の形成と確立を ､ 大学教育の 目標にき

ちんと取り入れ､. そ れを方法的に明確に した授業者の

授業改善が必 要にな っ た こ と で あると考えます｡ また

そ うした見地 か ら､ や む を得ざる選択に よる受講が大
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きな問題を学んで い る ことはすで に触れ て きま したが ､

そう した授業科目の選択 の相談に乗 るなどして ､ 学生

の 学ぶ主体的契機やそ の 発達を助長する ことが重要に

な っ て い ると思います ｡

そ して学ぶ主体の形成には ､ 授業の あり方､ カリキ ュ

ラ ム ､ ガ イ ダ ソ ス e t c . ( 入 試や学ぶ サ
ー ク ル ､ サ ブ カ

ル チ ャ ー

) ､ オ フ ィ ス ア ワ
ー な どが関連して いますが ､

こ こ で はそ の ため の 授業の あり方に限定 し､ ア ン ケ
ー

ト のまとめか らもう
一

度抽出し てまとめと します｡

まず社会科学系総合科目で は ､ ｢ 基礎知識の 不足+

を実感させ ､ しか し ｢ 体系的知識が得 られた+ もの は

少なくな く､ ま た特に ｢ 学問に関心 が深ま っ た+ 比率

が4 3 . 3 % で ､ 他の 分野の2 6 . 6 % - 39 . 0 % と比較 し て最

も高い 結果を示して いますが ､ そ うした授業の ポイ ソ

トは何か です ｡

次 に人文科学科目群 で は､ や むを得ず選択 した者の

履修に つ い て どうす べ きか ､ 検討する必要を示 し､ ま

た心 理学系と歴史系学との相違が検討の課題です｡

社会科学科目群で は ､ ｢ 程度が高す ぎる+ は出席に

否定的に関係 し､ や む を得 ざる選択者の 比率が多い と

これに相ま っ て ､ 全体理解を困難に し､ 大体 の 理解に

と どま る者を多く して います ｡

以上 の結果とそ のまとめは ､ い ずれもまだ暖昧で 不

十分な 内容指摘に とどまるもの ですが ､ 授業参加 - の

主体的契楼に関連するもの です｡ こ の 主体的契機をと

らえ て ｢ 基礎知識の 不足+ を実感させ ､ そ れを出席に

否定的に関係 させ る ことなく ､ や む を得ざる選択者に

も授業の 目標を納得させ る こ とに少 しで も向か える方

法が ､ 学 ぶ主体形成 へ の 援助で ある ことを示 して い る

ようです ｡
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